
5  5  聞いてみる聞いてみる
録音した演奏を聞いてみましょう。

再生38ボタンを押す
録音したばかりの曲が再生されます（ワンタッチ再生）。

操作 押すボタン
音量調節 音量+/－ボタン
一時停止 再生38ボタン

もう一度押すと、再生します。
次の曲の頭出し ¢ボタン
再生中の曲の
頭出し

戻る4ボタン

前の曲の頭出し 戻る4ボタンをつづけて2回押す
早送り ¢ボタンを押しつづける
早戻し 戻る4ボタンを押しつづける
15秒スキップ 5 /∞ボタン
停止 停止7ボタン

うまく録音できていましたか？
→ 「消す」に進む

2014/04/06
12_47_REC MP3

00:01:23
1/1

128k

2  2  電源を入れる電源を入れる
本機の電源を入れましょう。

1 電源/タイマースイッチを「電源」側に
押し上げる

初めて電源を入れたときは、「時刻を設定してく
ださい」と表示されます。決定ボタンを押して時
計を設定してください。

2 時計を合わせる
本機で録音したファイルは、録音開始時刻が
ファイル名としてつけられ、録音日ごとの
フォルダに保存されますので、日付と時刻は
正しく設定してください。

• 日時を合わせる：5 /∞ボタンを押す
• カーソルを移動する：戻る4 /¢ボタンを
押す

3 分にカーソルを合わせて決定ボタンを
押す
設定は終わりです。

本機の準備ができました

2014 01/01 00:00

時計設定

ポータブルデジタルレコーダー

RD-R20

かんたんガイドかんたんガイド

本機について本機について
本機は、簡単・便利なポータブルデジタルレコーダーで
す。パソコンから取り込んだ音楽ファイルを再生する
こともでき、音楽やダンスの練習など、幅広くお使いい
ただけます。
本書では、「まず使いたい」というときのために、おもて
面では基本的な録音操作を説明しています。
うら面ではパソコンから音楽ファイルをコピーしての
再生、FMラジオ、重ね録音の操作を説明しています。
• 本機の設定や詳しい説明については、別冊の「取扱説
明書/保証書」をお読みください。

本書をお読みになる前に、別冊の「取扱説明書/保証
書」の「安全上のご注意」と「はじめに」をお読みくだ
さい。

3  3  録音の前に録音の前に
録音する前に、以下のことを知っておいてく
ださい。

どこに録音されるの？
本機は、楽曲をmicroSDカードに録音します。
録音する前に、市販のmicroSDカードを本機に
挿入しておいてください。

• カチッと音がするまで押し込みます。

マイクはどこにあるの？
本機の内蔵マイクは、上側の左右にあります。
どの方向からの音も拾えます。

• マイク/ライン入力端子に機器をつないで録
音したり、FMラジオの番組を録音することも
できます。
• ギター入力/コンタクトマイク端子に機器を
つないで録音することもできます。

本書では、内蔵マイクを使った録音操作を説明
します。

どうやって置くの？
本機を演奏者に向けて置きます。

では、録音してみましょう

再生38

停止7

音量+/－

5 /∞
戻る4 /
¢

4  4  録音する録音する
いよいよ録音しましょう。

1 録音●8ボタンを押す
録音ランプが点滅し、録音待機の状態にな
ります。

2 もう一度、録音●8ボタンを押す
録音ランプが点灯し、録音が始まります。
録音する演奏を始めてください。

3 停止7ボタンを押して録音を終了
する
録音ランプが消灯します。

うまく録音できたでしょうか？
→ 「聞いてみる」に進む

12  47  REC
00:00:00
12：34：56

LEVEL

REM

L
R

SP MP3128kREC

MUSIC
Auto

12  47  REC
LEVEL

REM

L
R

SP MP3128k

00:00:10
12：34：46

REC

MUSIC
Auto

12  47  REC
LEVEL

REM

L
R

SP MP3128k

00:03:14
12：31：42

REC

MUSIC
Auto

6  6  消す消す
いらなくなった曲(ファイル)を消してみましょう。

1 削除したい曲を再生する
2 A-B /削除ボタンを押しつづける
確認のメッセージが表示されます。

削除すると、もとに戻せません。よく確認
してから手順3に進んでください。

3 5ボタンを押して「はい」を選び、決定
ボタンを押す
曲が削除されます。

ひととおり操作できましたか？

はい
いいえ

曲を削除
12_47_REC

7  7  電源を切る電源を切る
使い終わったら、電源を切りましょう。

電源/タイマースイッチを「電源」側に
約1秒押し上げる

基本的な使いかたは覚えられましたか？
音楽ファイルをコピーして再生するときや、FM
ラジオを聞くときは、うら面をご覧ください。

この画面が表示
されたら、スイッ
チをはなします。

16, 17

26 36 80 16

カーソル

再生中の操作

• 録音するときにヘッドホン（市販品）をつなぐと、音
声を聞きながら録音できます。

使いかたのヒント

© 2014 JVC KENWOOD Corporation  LVT2208-002A

• メニューの「録音リスト」を選ぶと、録音日ごと
に名前を付けられたフォルダが一覧表示され、
再生したい曲を探すことができます。

1 メニューボタンを押す
2 5 /∞ボタンを押して「録音リスト」を選び、
決定ボタンを押す

3 5 /∞ボタンを押してフォルダ（ ）を選び、
決定ボタンを押す

4 5 /∞ボタンを押してファイル（ ）を選び、
決定ボタンを押す
選んだファイルから、リストに表示されて
いる順に再生されます。フォルダの最後の
ファイルの再生が終わると、再生は停止し
ます。

2014/04/07
2014/04/14
2014/04/15
2014/04/21

18_10_REC
15_23_REC
14_55_REC
2014/04/14

削除されるファイル名

14, 20

1  1  準備する準備する
電源を準備しましょう。

付属のACアダプターをつなぐ付属のACアダプターをつなぐ
付属のコアフィルターをACアダプターのコードに取り付けてから、接続します。

1 

2 

3 

電池を入れる電池を入れる
屋外などコンセントがないところ
では、電池を入れて使います。
単3形アルカリ乾電池または単3形
充電式ニッケル水素電池（3本、市
販品）を使います。

家庭用コンセント
（AC100V 
50Hz/60Hz）

このマークの中の数字
は、取扱説明書の説明
ページです。

10, 11

ACアダプター（付属）

1
2

3

電源の準備ができました。

ふたを元通り
に閉める

ACアダプターのコード

5 cm
以内

「カチッ」と音が
するまで閉める

ストッパー
をはずす

コードを一巻きさせます。

左（L）マイク 右（R）マイク
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 パソコンにつなぐ パソコンにつなぐ

1 本機をパソコンに接続する

本機がリムーバブルディスクとしてパソコン
に認識されます。
• 本機の表示窓に「USB接続中」と表示されます。

2 パソコンの （コンピューター）から、
本機のフォルダを開く

• （ ）内のアルファベットは、使用するパソコン
によって異なります。

USB接続中

1 メニューボタンを押す
メニューが表示されます。

2 5 /∞ボタンを押して「FMラジオ」を
選び、決定ボタンを押す

3 5または∞ボタンを長押しする

4 5 /∞ボタンを押して「はい」を選び、
決定ボタンを押す

選局が始まり、受信できる放送局が低い周波数
から順番に登録されます。
登録が終了すると、プリセット番号1に登録さ
れた放送局が受信されます。

76.0MHz AUTO

76 95

Manual

FM

ライン入力
FMラジオ
音楽リスト
録音リスト

オートプリセットを
開始しますか？

はい
いいえ�

83.0MHz AUTO

76 95

FM

AutoPreset

 音楽ファイルを再生する 音楽ファイルを再生する
パソコンからコピーした音楽ファイルを、「音楽リ
スト」から探すことができます。

1 メニューボタンを押す
メニューが表示されます。

2 5 /∞ボタンを押して「音楽リスト」を
選び、決定ボタンを押す

3 「フォルダ」が選ばれているのを確認し
て、決定ボタンを押す

4 5 /∞ボタンを押してファイルを選
び、決定ボタンを押す
選んだファイルから、表示されている順に再生
されます。

ライン入力
FMラジオ
音楽リスト
録音リスト

フォルダ
アーティスト
アルバム
曲名

Rain.mp3

 パソコンから音楽ファイルをコピーする パソコンから音楽ファイルをコピーする

1 パソコン上に音楽ファイルを用意する
2 音楽ファイルを本機の「Music」
フォルダへコピーする

 パソコンから取りはずす パソコンから取りはずす
本機をパソコンから取りはずすときは、以下の手順
に従って正しく取りはずしてください。

1 タスクバーの （「ハードウェアの安全な
取り外し」）をクリックする

2 ポップアップメッセージをクリック
する

3 確認ダイアログが表示されたら、USB
ケーブルをはずす

• 本機の表示窓の矢印の回転が止まるまで、USB
ケーブルを抜かないでください。ファイルが破
損する原因となることがあります。

コピーした音楽ファイルを再生してみましょう。

登録した放送局を選ぶには

5 /∞ボタンを押してプリセット番号を選ぶ

77.7MHz AUTO

76 95

FM

ST

Preset 1

USBケーブル（付属品）

• タグ情報があるファイルは、手順3でタグ情報
をもとにしたリストから探すことができます。

• タグ情報とは、音楽ファイルに書き込まれた演
奏者（アーティスト）、アルバム名、曲名などの情
報です。

使いかたのヒント

ステレオ放送を受信中に
表示されます。

プリセットされた周波数
の位置を表します。

プリセット番号

重ね録音をする 重ね録音をする 
本機に保存されているWAV形式のファイルに、録音を重ねてみましょう。
• 重ね録音をすると、元のファイルとは別に、新しいWAV形式のファイルが作成されます。元のファイル名の
末尾に「_T××」をつけた名前で、元のファイルと同じフォルダに保存されます。

28

1 ヘッドホン（市販品）を接続する
2 メニューボタンを押す
メニューが表示されます。

3 5 /∞ボタンを押して「録音リスト」また
は「音楽リスト」を選び、決定ボタンを押す

4 5 /∞ボタンを押してフォルダまたはリ
ストを選び、決定ボタンを押す
• 録音を重ねたい曲（ファイル）が表示されるま
で、同じ操作をくり返します。

5 5 /∞ボタンを押して録音を重ねたい曲
を選び、決定ボタンを押す
選んだ曲が再生されます。

6 重ね録音●8ボタンを押す
録音ランプが点滅し、重ね録音の待機状態になり
ます。
手順5で選んだ曲がくり返し再生されます。
• ヘッドホンで音声を聞くことができます。

12_47_REC_T01
00:00:00
12：34：56

LEVEL

REM

L
R

+REC PCM SOURCE 3

MUSIC
Auto

7 もう一度、重ね録音●8ボタンを押す
録音ランプが点灯し、再生中の曲の頭から、重ね録
音が始まります。
録音する演奏を始めてください。

8 停止7ボタンを押して録音を終了する
録音ランプが消灯します。

• 停止7ボタンを押さなくても、再生曲の終わり
で録音は自動的に終了します。
• 録音が終了しても、再生曲はくり返し再生され
ます。もう一度、同じ曲に重ね録音をするとき
は、重ね録音●8ボタンを押します。

9 再生38ボタンを押す
録音を重ねた曲が再生されます。

LEVEL

REM

L
R

00:00:10
12：34：46

+REC PCM SOURCE 3

MUSIC
Auto

12_47_REC_T01

LEVEL

REM

L
R

00:00:00
12：31：42

+REC PCM SOURCE 3

MUSIC
Auto

• 1つの曲に、ギターやボーカルなどを、くり返し
重ねて録音することもできます。その場合は、最
大10回まで重ねることができます。
• MP3/WMA/AAC形式のファイルをWAV形式に
変換できます。詳しくは取扱説明書の79ページを
ご覧ください。

• FMステレオ放送が雑音で聞きにくいときは、音
声をモノラルにすると聞きやすくなることがあ
ります。詳しくは取扱説明書の95ページをご覧
ください。
• FM放送を録音することができます。
1 放送を受信中に録音●8ボタンを押して録音
を開始する

2 停止7ボタンを押して録音を終了する
3 38ボタンを押して録音した内容を聞く
詳しくは取扱説明書の49ページをご覧ください。

使いかたのヒント

使いかたのヒント

音楽ファイルをコピーして聞く音楽ファイルをコピーして聞く
パソコンに保存された音楽ファイルを、本機にコピーして再生してみましょう。
• 次の形式の音楽ファイルを再生できます。
MP3、WMA、WAV、AAC
• Windows®7の画面例で説明しています。お使いのパソコンにより表示が異なる場合があります。

FMラジオを聞くFMラジオを聞く
ここでは、オートプリセットを使ってFM放送局を登録してみましょう。
• FMラジオを聞くときは、本機背面のFMアンテナを伸ばし、
向きを調節してください。

33, 82

46

曲名
アルバム
アーティスト

アーティスト3
アーティスト2
アーティスト1

アルバム3
アルバム2
アルバム1

曲3
曲2
曲1

音楽リスト

…
…

…

…

曲3
曲2
曲1

アルバム3
アルバム2
アルバム1

… …

曲3
曲2
曲1

フォルダ
ファイル• フォルダ（ ）とは、

ファイルを入れる箱
のようなものです。
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